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京大東アジアセンターニュースレター   第 514号   






○ 上海街角インタビュー ㉖ 
○ 【中国経済最新統計】 
第 9 回 アジア中古車流通研究会 
主催 ： 京都大学東アジア経済研究センター 
後援 : 京都大学東アジア経済研究センター協力会 
 
2014 年 5 月 24 日(土) 13 時 
 




１．挨拶          
 13:00-13:15 
 
２．報告          
 13:15-15:15 
 □孫 飛舟 (大阪商業大学 教授) 
中国における中古車流通の新しい動き―「車王（カーキング）」の事例を中心に 
 
□山崎 克彦 (TOYOTA SHIN-NONT UDONTHANI Co,.Ｌtd 代表取締役副社長) 
   タイ・ウドンタニにおけるディーラー経営 
 
□斉藤 欽司 (スズキ㈱ 四輪アジア・アフリカ・中南米営業本部長) 
インド新車ディーラーにおける中古車ビジネス 
 
３．ディスカッション        
 15:15-16:15 
 


















                                                             小島正憲 
 
































































延、②格差拡大、③資源バブルの崩壊、④借金経済」と書いている。私もこれにまったく同意見である。   
ブラジルについて、私は２０１１年７月に現地調査を踏まえて「ブラジルと富士康」という文章を書いた。その冒頭部
分を下記に載せておく。２０１４年のブラジルの実質経済成長率は２％にも及ばないだろうと予測されている。今、ブラ















































































































































が、私は幻想を振りまく側に立ち、この事業をやってみたいのである。                   



















 「中国新型都市化報告 2012」によれば、中国の主要都市の平均通勤時間は 1位が北京の 52分、2位の広






朝晩で経路を変えています。朝は地下鉄 8号線から 2号線に乗り換えて約 1時間です。帰りは 8号線が物
凄く混むので、2号線から 10号線に乗り換え、更にバスに乗り換えて家に帰ります。時間は 1時間半くら
いかかるけれど、8号線には乗る気がしません。（中国には日本のように定期券がないので、往きと帰りで




  私は昆山出身なので、会社の近くにアパートを借りています。徒歩 15分です。 
 
３．20歳代前半の男性 

















































3月 21日には 900万人を突破した。今後も増え続けるとみられる。上海地下鉄は 14路線が運行しているが、
21日の利用者の内訳は 1号線 130万人、2号線 157万人、3号線 61万人、4号線 88万人、5号線 15万人、6
号線 37万人、7号線 76万人、8号線 90万人、9号線 82万人、10号線 76万人、11号線 60万人、12号線 13
万人、13号線 19万人、16号線 5万人となっている。 


































































2005年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009年 9.1 11.0 15.5 1.9 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2010年 10.3 15.7 18.4 3.3 24.5 1831 31.3 38.7 16.9 17.4 19.7 19.8 
2011年 9.2     1549 20.3 24.9     
10月  13.2 17.2 5.5 34.1 170 15.8 29.1 -0.6 8.7 16.7 14.1 
11月  12.4 17.3 4.2 21.4 145 13.8 22.6 -12.9 -9.8 16.2 14.0 
12月 8.9 12.8 18.1 4.1 5.7 165 13.3 12.1 -15.4 -12.7 17.3 14.3 
2012年      2303 7.9 4.3     
1月    4.5 25.3 273 -0.5 -15.0 4.6 10.8 16.6 14.8 
2月  21.3  3.2 － -315 18.3 40.3 38.7 -0.9 17.8 15.0 
3月 8.1 11.9 15.2 3.6 21.1 53 8.8 5.4 -6.5 -6.1 18.1 15.7 
4月  9.3 14.1 3.4 19.2 184 4.9 0.4 -26.1 -0.7 17,5 15.4 
5月  9.6 13.8 3.0 21.0 187 15.3 12.7 -6.1 0.0 17.9 15.7 
6月 7.6 9.5 13.7 2.2 21.8 317 11.3 6.3 -16.3 -6.9 18.5 16.0 
7月  9.2 13.1 1.8 20.6 251 1.0 5.7 -7.8 -8.6 18.9 16.0 
8月  8.9 13.2 2.0 19.4 267 2.7 -2.7 -12.7 -1.4 18.4 16.1 
9月 7.4 9.2 14.2 1.9 23.1 277 9.8 2.3 -6.4 -6.8 19.8 16.2 
10月  9.6 14.5 1.7 22.4 320 11.5 2.2 1.8 -0.2 14.6 15.9 
11月  10.1 14.9 2.0 20.0 196 2.8 -0.1 -8.7 -5.4 14.5 15.7 
12月 7.9 10.3 15.2 2.5 18.8 316 14.0 6.0 -7.8 -4.5 14.4 15.0 
2013年             
1月    2.0 20.8 291 25.0 29.0 -12.4 -3.4 15.9 15.4 





3月 7.7 8.9 12.6 2.1 21.5 -9 10.0 14.2 -19.7 5.7 15.7 14.9 
4月  9.3 12.8 2.4 19.8 182 14.6 16.6 13.9 0.4 16.1 14.9 
5月  9.2 12.9 2.1 19.7 204 0.9 -0.1 -14.4 0.3 15.8 14.5 
6月 7.5 8.9 13.3 2.7 19.9 271 -3.3 -0.9 -17.3 20.1 14.0 14.1 
7月  9.7 13.2 2.7 20.2 178 5.1 10.8 1.2 24.1 14.5 14.3 
8月  10.4 13.4 2.6 21.4 285 7.1 7.1 -11.7 0.6 14.7 14.1 
9月 7.8 10.2 13.3 3.1 19.6 152 -0.4 7.4 -16.8 4.9 14.2 14.3 
10月  10.3 13.3 3.2 19.2 311 5.6 7.5 -8.2 1.2 14.3 14.1 
11月  10.0 13.7 3.0 17.6 338 12.7 5.4 -9.3 2.3 14.2 14.2 
12月 7.7 9.7 13.6 2.5 17.2 256 4.3 8.6 -3.4 -42.6 13.6 14.1 
2014年             
1月    2.5  319 10.5 10.8 -8.6 -4.5 13.2 14.3 
2月    2.0  -230 -18.1 10.4 1.3 4.0 13.3 14.2 
注：1.①「実質 GDP増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。 
2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、１月と 2月の前年同月比は比較できない場合があるので注意 
されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に対応
している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの貿易であ
る。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
